	小規模多機能型居宅介護「サービス評価」　総括表


	法人名
	株式会社星天の和
	代表者
	田村敏則
	
	法人・
事業所
の特徴
	「住み慣れた地域で、住み慣れた家でずっと過ごしたい」
その思いを実現できるように、利用者の個々に合わせ、可能な限り自立した日常生活を送ることができるよう、利用者の状態に応じて、施設への「通所」を中心として、「宿泊」、「訪問」を組合せ、住み慣れた環境と地域住民との交流の下で日常生活上の支援や多職種（ST,OT,PT）と連携しながら、個々の自立支援が出来るよう生活リハビリを行えるサービスです。

　又、「地域活動への参加」「地域での役割継続」を目指しています。

	事業所名
	小規模多機能型居宅介護　縁
	管理者
	泊　貴子
	
	
	

	運営推進会議での評価 実施日
	　R5　年　5　月　26日
	
	
	


	出席者
	市区町村職員
	知見を有するもの
	地域住民・地域団体
	利用者
	利用者家族
	地域包括支援ｾﾝﾀｰ
	近隣事業所
	事業所職員
	その他
	合計

	
	1人
	1人
	2人
	人
	1人
	0人
	0人
	2人
	0人
	7人


	項　　目
	前回の改善計画
	前回の改善計画に対する取組み・結果
	意見
	今回の改善計画

	Ａ．事業所自己評価の
確認
	今回、自己評価を実施したのが初の為、次回より改善計画をあげる。
	今回の改善計画を明確にしていく
	今回が初めての為省略する。
	各評価項目に対して結果をまとめ評価しやすいように配慮する。

	Ｂ．事業所の
しつらえ・環境
	今回、自己評価を実施したのが初の為、次回より改善計画をあげる。
	今回の改善計画を明確にしていく
	今回が初めての為省略する。
	施設へ入りやすい取り組みはされているが、開設してまだ日が浅い為自治会での行事に参加したり等で、事業所を広めていこうと思います。

	Ｃ．事業所と地域の
かかわり
	今回、自己評価を実施したのが初の為、次回より改善計画をあげる。
	今回の改善計画を明確にしていく
	今回が初めての為省略する。
	・外部からの相談があった場合、運営推進会議にどのような相談があったかを共有する。
・地域の行事・イベントに参加できるようにする。
・事業所内でのイベントの告知は、早めに地域の方に伝える。

	Ｄ．地域に出向いて
本人の暮らしを
支える取組み
	今回、自己評価を実施したのが初の為、次回より改善計画をあげる。
	今回の改善計画を明確にしていく
	今回が初めての為省略する。
	・キャラバンメイトを受講し、住民から相談が受けられる体制と関係機関との連携を図ったり出来る体制を整えていきます。
・職員全員が同じ気持ちになれるよう、運営推進会議に参加してもらいます。

	Ｅ．運営推進会議を
活かした取組み
	今回、自己評価を実施したのが初の為、次回より改善計画をあげる。
	今回の改善計画を明確にしていく
	今回が初めての為省略する。
	・包括より、事業所の近くに住まわれている方が引きこもりになっている。サービスに繋げるためにも同居の娘さんに連絡したり、在宅時を見計らって訪問していました。様子を包括に連絡・相談はさせていただいたが、同居の娘さんがなかなか動こうとされずの為、訪問は中断し、遠くからの見守りを継続する。

	Ｆ．事業所の
防災・災害対策
	今回、自己評価を実施したのが初の為、次回より改善計画をあげる。
	今回の改善計画を明確にしていく
	今回が初めての為省略する。
	・地域の方の訓練参加のきっかけになればと思い、AEDを使った簡易救急講習を実施します。
・天災（台風）がきた場合、自治会長に連絡し近所の避難場所として開放する。
・防災訓練時には、地域の協力を得る為、実施日を早めに連絡します。


